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地 域 戦 略 ［基本方針］ 
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地 域 戦 略 ［ 予 定 表 ］ 
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地 域 戦 略  [ [1]竹林の防止拡大と竹材の利用 ] 
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「里山クラブどんごろす」では、立神地区が、平成 14 年に策定された「田園環境整備マスタープランに基

づき設定された対象エリアであることから、以下の目的の事業を行う。 

（助成申請額 150 万円） 

 

○竹林整備による果樹園の再生 

密生した竹林は隣接する果樹園に侵入し、耕作放棄や荒廃の原因となっているため、竹林の間伐を行う。竹林の

整備で最も手間がかかるのは、伐採より伐採した材の処理であるため、枝葉や古竹はチッパーで粉砕し、散策路

に敷いたり果樹園の抑草防止マルチとして活用（配布または販売）する。  適期（11 月頃）に伐採したものは、竹ド

ームなどを作り直売所や収穫祭等の地域のイベントで活用する。整備後に生えるタケノコは、タケノコオーナー制と

の検討を行う。 

 

○古道と周辺の農地・里山の保全 

集落の中央には古道があり、この道と山の神を基点に、昔ながらの立神の里地里山環境が保持されている。道は

舗装されておらず、周囲にはシイ・カシの大木と、明るい道端に落葉広葉樹も見られ、カブトムシや蝶などの昆虫類

が大変多い。周囲には、湧水、水田、畑、果樹園があり、暮らしと自然環境の調和が見られる。この環境を保全する

ため、担い手の減りつつある畑や果樹園の手入れを、農家と市民が協働して実施する。また、湧水周辺が藪に覆

われているため、その藪を払い、水辺、溜め池、水田等を再生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○里地里山再生に関する研修会またはセミナーの実施 

保全活動等に参加する人、特に外部から宮原好きネットが受け入れる大学生インターンなどを主な対象として、里

地里山の保全について、座学と実践を交えた研修（又はセミナー、シンポジウム）を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立神の荒れた竹林の例                        保全活動例 
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熊本県水とみどりの森づくり税活用事業概要 
 
１ 熊本県針広混交林化促進事業 
県は、これまで適正な森林整備が行われておらず、今後も行われる見込みのない森林について、森林の持つ公

益的機能の維持増進を図るため、強度の間伐を行い、針葉樹と広葉樹が混じり合った針広混交林化への誘導を

促進し、多様で健全な森林の育成を行います。 
 
２ 熊本県皆伐放棄地対策事業 
県は、伐採後に植栽がされず放置された林地のうち、特に下流域の保全を図るうえで重要であり植生回復の見

込みのない林地を対象に、広葉樹を主体とした人工植栽を行い、早期に森林へ回復し、森林の持つ公益的機能

の確保を図ります。 
 
３ 熊本県上下流連携森林整備促進事業  
県は、上下流域の市町村や住民団体等が連携協力して森林整備を進め、森林の持つ公益的機能の維持増進を図

る活動に支援を行います。 
 
４ 熊本県重要水源林等公有化事業 
県は、水源かん養等機能の持続的な発揮が期待されるが森林のうち、このまま放置すると荒廃のおそれがあり、

市町村が早急に公有化をするため、取得する経費について支援を行います。 
 
５ 熊本県森林ボランティア活動推進支援事業 
県は、県民参加の森づくりの一層の推進を図るため、「森づくりボランティアネット」業務を社団法人熊本県緑

化推進委員会に委託し、森林ボランティアに関する情報提供、道具の貸出、施設整備への助成、現地指導、研

修会の開催などの森林ボランティア活動への総合的な支援を行います。 
 
６ 熊本県里山林保全活用推進事業 
県は、未利用のまま放置されている里山林を地域住民等が新たな整備や利用に取り組むことにより、地域の活

性化と環境の保全に資する活動に支援を行います。なお、事業を希望する団体等は、里山林保全活用計画書を

作成し、地域選定委員会の審査を経た上で事業採択の決定を受けます。また、対象となる森林は、市町村森林

整備計画における「水源かん養機能等維持増進森林」又は「環境保全機能等維持増進森林」のうち、集落周辺

にあって、かつて人の手が加わり維持・保全されてきた森林とし、概ね１ヘクタール以上の規模があることが

要件です。 
 
７ 熊本県学びの森活動推進事業 
県は、森林学習の場として活用できる学校林の整備を進めるとともに、森林環境教育を推進するための環境学

習活動へ支援を行います。 
 
８ 熊本県立田山森林ミュージアム機能強化事業 
県は、立田山憩の森を核とした周辺森林を森林の持つ公益的機能や森林と人との関わりなどについて広く学習

できる常設の拠点とし、森林環境教育の場としての機能を強化するために必要な施設の整備や支援体制の確立

を図ります。 

地 域 戦 略  [ [2] 「火の里・火の文化」を活かす自然エネルギーの利用と循環的な里山管理 ] 
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■熊本県里山林保全活用推進事業 
未利用のまま放置されている里山林を地域住民等の団体が新たな整備や利用に取り組むことにより、地域の活

性化と環境の保全に資する活動に支援を行います。 
 
(1) 里山林保全活用施設整備 

団体等が里山林を利用・管理するうえで必要とされる簡易な施設を設置する活動。 
 
＜活動内容と条件＞              
[1]歩道、トイレ、作業小屋、炭窯等の製作・設置。＜条件＞自己所有地以外の場合は、協定等を締結している
こと。 
[2]簡易な施設であること。 
 
＜県の補助＞ 
[1]活動する団体等に資材費等の１０分の１０以内を補助します。 
[2]１箇所当たりの補助金額は、総額１００万円を上限とします。 
 
(2) 里山林保全活用活動支援 

団体等が里山林の保全整備や利用活動及びこれらに伴う講習会を開催する活動。 
 
＜活動内容と条件＞ 
[1]植栽、下刈り、除・間伐、枝払いつる切り、雑木整理等。＜条件＞自己所有地以外の場合は、協定等が締結
されていること。 
[2]木炭・竹炭づくり、タケノコ掘り里山林観察、エコツーリズム、森林セラピー等。 ＜条件＞団体等が主催
で開催するもの。 
[3]上記のための講習会等。 
 
＜県の補助＞ 
[1]活動する団体等に資材費等の１０分の１０以内を補助します。 
[2]１箇所当たりの補助金額は、年間３０万円を上限とします。 
 

 ＜募集の締め切り日＞ 
毎年、５月末日と９月末日の２回を募集の締め切り日とします。 
継続の場合は、５月から９月までの毎月末とします。 
提出書類については、県庁森林整備課みどり推進室又は各地域振興局林務課にお問い合わせください。 
 
＜事業を実施できる団体等＞ 
 [1]市町村 
 [2]ＮＰＯ 
 [3]地域住民団体（地域住民が主体となって構成する非営利団体で、規約等が定められており、総会が開催さ
れる団体） 

 

 

 

 

立神峡公園管理組合は、平成17年度より「熊本県里山林保全活用推進事業」の助成を受け、里山での

保全活動（間伐、伐採、除伐、落ち葉かき等）と、その伐採枝、竹、落ち葉等をたい肥化、自然エネルギ

ー化する取り組みを環境学習の一環として取り入れている。 

今後、薪ストーブの導入、炭焼き小屋の活用などを通して、火を使った生活文化、伝統文化と環境保全

の学習プログラムを構築する。 

 

熊本県水とみどりの森づくり税 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




